
(57)【要約】

【課題】脳の活動状況を把握して、種々の診療用検査機

器として応用できる機器を提供する。

【解決手段】耳孔装着時に少なくとも鼓膜における頭部

前方側（部位ロ）と、頭部後方側（部位ホ）に対して指

向性を有する温度センサを備える耳内体温計測部１１を

組み込んだ２個の耳装着体１と、前記耳装着体を相対向

状態で先端部分に保持すると共に、対向方向に付勢する

アーチ状の装着付勢部と、前記計測部の計測結果を所定

の演算処理して、表示する処理部とで構成してなり、各

部位の位置的温度差や時間的温度差から、動脈流と静脈

流の左右の脳血流バランスや脳の活動状態を知る。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
耳 孔 装 着 時 に 少 な く と も 鼓 膜 に お け る 頭 部 前 方 側 と 、 頭 部 後 方 側 に 対 し て 指 向 性 を 有 す る
温 度 セ ン サ を 備 え る 耳 内 体 温 計 測 部 を 組 み 込 ん だ ２ 個 の 耳 装 着 体 と 、 前 記 耳 装 着 体 を 相 対
向 状 態 で 先 端 部 分 に 保 持 す る と 共 に 、 対 向 方 向 に 付 勢 す る ア ー チ 状 の 装 着 付 勢 部 と 、 前 記
計 測 部 の 計 測 結 果 を 所 定 の 演 算 処 理 し て 、 表 示 す る 処 理 部 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る
頭 部 の 左 右 血 流 バ ラ ン ス 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
指 向 性 温 度 セ ン サ を 鼓 膜 周 囲 部 分 の 多 数 箇 所 の 温 度 を 計 測 す る よ う に し て な る 請 求 項 １ 記
載 の 頭 部 の 左 右 血 流 バ ラ ン ス 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
計 測 結 果 の 時 間 的 変 位 に 基 づ い て 脳 の 活 動 変 化 を 把 握 す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 頭 部 の 左
右 血 流 バ ラ ン ス 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
耳 装 着 体 に 、 振 動 検 知 部 を 備 え て な る 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 何 れ か の 頭 部 の 左 右 血 流 バ ラ
ン ス 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
耳 装 着 体 に 、 外 部 音 の 増 幅 、 所 定 音 量 の 発 生 等 の 音 発 生 機 構 を 組 み 込 ん で な る 請 求 項 １ 乃
至 ４ 記 載 の 何 れ か の 頭 部 の 左 右 血 流 バ ラ ン ス 検 査 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 、 耳 に 装 着 し て 耳 内 の 体 温 を 計 測 す る 体 温 計 、 及 び 耳 内 の 体 温 を 計 測 し て 頭 部 血
流 状 態 （ 左 右 の バ ラ ン ス ） を 把 握 し 、 脳 卒 中 や 脳 梗 塞 の 予 防 や 種 々 の 検 査 を 行 う 検 査 装 置
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
耳 孔 に 装 着 し て 体 温 を 計 測 す る 器 具 は 、 従 前 よ り 広 く 知 ら れ て い る 。 ま た そ の 計 測 も 鼓 膜
温 度 の 計 測 を 主 眼 と し 、 特 に 計 測 位 置 に よ っ て 誤 差 が 生 じ な い 工 夫 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 耳 孔 内 の 体 温 を 赤 外 線 量 で 計 測 す る た め の 具 体 的 機 構 は 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ４ ５ ０
５ 号 公 報 に 開 示 さ れ て お り 、 検 出 箇 所 を 正 確 に す る た め に 指 向 性 を 備 え る 手 段 は 、 特 開 ２
０ ０ ０ － １ ３ ９ ８ ４ ９ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ４ ５ ０ ５ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 複 数 の 指 向 方 向 を 備 え て 体 温 を 計 測 す る 技 術 は 、 特 開 平 ８ － ２ ７ ５ ９ ２ ４ 号 公 報 、 特
開 平 ７ － １ ８ ４ ８ ６ ６ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
更 に 前 記 セ ン サ で 検 知 し た 温 度 の 電 気 的 処 理 や 正 否 検 知 処 理 は 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ６ ７
７ ６ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ０ ３ ０ ２ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 耳 孔 装 着 体 温 計 を 正 確 な 位 置 に 装 着 す る 手 段 と し て は 、 所 謂 ヘ ッ ド ホ ン ス タ イ ル と す
る こ と が 、 特 開 平 ６ － ９ ０ ９ ０ ９ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 の 体 温 計 は 、 正 確 な 体 温 を 計 測 す る こ と を 目 的 と し て お り 、 複 数 の 指 向 性 を 有 す る 複
数 セ ン サ を 備 え る の も 、 器 具 の 耳 孔 装 着 状 態 間 の 不 正 確 さ を 改 善 す る こ と を 目 的 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
と こ ろ で 、 耳 孔 の 体 温 測 定 に 際 し て 、 装 着 状 態 の 正 確 さ を 求 め た り 、 複 数 の 指 向 先 体 温 を
計 測 す る の は 、 耳 孔 内 の 体 温 が 一 定 で な い た め で あ る 。 即 ち 鼓 膜 周 辺 に 脳 に 血 液 を 供 給 す
る 動 脈 と 、 排 出 す る 静 脈 が 近 接 し て お り 、 血 流 の 変 動 や 血 管 へ の 遠 近 に よ っ て 体 温 が 変 化
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す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 こ の 体 温 変 位 （ 時 間 的 変 位 及 び 位 置 的 変 位 ） を 検 知 し て 、 検 査 対 象 の 脳
血 流 状 態 （ 特 に 左 右 血 流 バ ラ ン ス ） を 把 握 し て 、 種 々 に 応 用 で き る 検 査 装 置 を 提 案 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る 手 段 】
本 発 明 に 係 る 頭 部 の 左 右 血 流 バ ラ ン ス 検 査 装 置 は 、 耳 孔 装 着 時 に 少 な く と も 鼓 膜 に お け る
頭 部 前 方 側 と 、 頭 部 後 方 側 に 対 し て 指 向 性 を 有 す る 温 度 セ ン サ を 備 え る 耳 内 体 温 計 測 部 を
組 み 込 ん だ ２ 個 の 耳 装 着 体 と 、 前 記 耳 装 着 体 を 相 対 向 状 態 で 先 端 部 分 に 保 持 す る と 共 に 、
対 向 方 向 に 付 勢 す る ア ー チ 状 の 装 着 付 勢 部 と 、 前 記 計 測 部 の 計 測 結 果 を 所 定 の 演 算 処 理 し
て 、 表 示 す る 処 理 部 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 っ て 装 着 付 勢 部 の 採 用 に よ っ て 耳 装 着 体 が 正 常 位 置 に 装 着 さ れ 、 耳 内 体 温 計 測 部 に よ っ
て 所 定 部 位 （ 指 向 方 向 部 位 ） の 体 温 を 測 定 し 、 各 部 位 の 温 度 差 か ら 、 動 脈 流 と 静 脈 流 の 左
右 の 脳 血 流 バ ラ ン ス （ 脳 の 活 動 状 態 ） を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 指 向 性 温 度 セ ン サ を 鼓 膜 周 囲 部 分 の 多 数 箇 所 の 温 度 を 計 測 す る よ う に す る と （ 請 求 項
２ の 発 明 ） 、 よ り 正 確 に 脳 活 動 を 把 握 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 計 測 結 果 の 時 間 的 変 位 に 基 づ い て 脳 の 活 動 変 化 を 把 握 す る と （ 請 求 項 ３ の 発 明 ） 、 外
的 要 因 の 付 加 と あ わ せ て 時 間 的 変 化 を み る こ と で 、 計 測 者 の 心 理 的 な 動 き も 知 る こ と が で
き る （ 嘘 発 見 器 と し て の 応 用 が 可 能 で あ る ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 耳 装 着 体 に 、 振 動 検 知 部 を 備 え て な る こ と で （ 請 求 項 ４ の 発 明 ） 、 血 液 流 量 に 基 づ く
計 測 だ け で は な く 、 動 脈 瘤 を 原 因 と す る 雑 音 を 拾 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
更 に 耳 装 着 体 に 、 外 部 音 の 増 幅 、 所 定 音 量 の 発 生 等 の 音 発 生 機 構 を 組 み 込 ん で な る と （ 請
求 項 ５ の 発 明 ） 、 耳 装 着 体 の 装 着 状 態 で 、 外 部 音 を 容 易 に 聞 き 取 る こ と が で き る し 、 聴 力
検 査 に も 応 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 の 形 態 】
次 に 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 実 施 形 態 に 示 し た 装 置 は 、 ２ 個 の 耳 装 着 体 １ と
、 装 着 付 勢 部 ２ と 、 処 理 部 （ パ ソ コ ン 等 ） ３ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
耳 装 着 体 １ は 、 所 定 の 指 向 性 を 備 え た 複 数 の 耳 内 体 温 計 測 部 １ １ と 、 振 動 検 知 部 １ ２ と 、
音 発 生 機 構 １ ３ を 組 み 込 ん で な り 、 検 知 し た デ ー タ を 処 理 部 ３ に 出 力 し た り 音 声 入 力 を 行
う デ ー タ 線 １ ４ を 有 し て な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
耳 内 温 度 計 測 部 １ １ は 、 耳 装 着 体 １ を 耳 内 に 装 着 し た 際 に 、 図 ３ に 例 示 し た よ う に 鼓 膜 Ａ
の 中 央 部 分 イ 、 外 周 部 分 ロ 、 ハ 、 ニ 、 ホ 、 ヘ 、 ト に 対 し て 指 向 性 を 有 す る よ う に 導 波 管 を
内 装 し 、 且 つ 各 導 波 管 で 導 か れ た 赤 外 線 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ で 構 成 さ れ る 。 特 に 指 向 方
向 と し て は 、 動 脈 Ｂ の 影 響 が 直 ぐ に 表 れ 易 い 部 位 （ 鼓 膜 に お け る 頭 部 前 方 側 ） ロ 、 動 脈 Ｂ
の 影 響 が 直 ぐ に 表 れ 難 い 部 位 （ 鼓 膜 に お け る 頭 部 後 方 側 ） ホ 、 静 脈 Ｃ の 影 響 が 直 ぐ に 表 れ
易 い 部 位 ヘ や 、 前 記 部 位 の 中 間 部 分 と な る 部 位 ハ 、 ニ 、 ト が 最 適 で あ る 。 勿 論 前 記 中 間 部
位 ハ 、 ニ 、 ト は 省 略 し て も 良 い 。 こ れ ら の 検 温 デ ー タ は 各 セ ン サ 毎 に 独 立 し た デ ー タ と し
て 処 理 部 ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
振 動 検 知 部 １ ２ は 、 微 細 に 空 気 振 動 を 検 知 す る も の で 、 動 脈 Ｂ の 血 流 音 を 把 握 で き る よ う
に し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
音 声 発 生 部 １ ３ は 、 耳 装 着 体 １ を 耳 に 装 着 し て も 、 外 部 音 （ 各 種 診 察 時 の 聴 聞 の た め の 質
問 や 、 嘘 発 見 器 と し て 使 用 し た 場 合 の 質 問 の 為 ） を 確 実 に 聞 き 取 り が で き る よ う に し た り
、 所 定 音 を 発 生 さ せ て 聞 き 取 り 可 能 で あ る か 等 の 聴 力 測 定 用 と し て 使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
装 着 付 勢 部 ２ は 弾 性 体 で 形 成 さ れ 、 両 先 端 部 分 に 耳 装 着 体 １ を 相 対 向 し て 付 設 し た も の で
、 耳 装 着 体 の 差 し 込 み 部 分 を 耳 内 に 装 着 し た 際 に 、 位 置 ず れ が 生 じ な い よ う に 対 向 方 法 に
付 勢 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
処 理 部 ３ は 、 使 用 目 的 に 応 じ て 、 前 記 耳 内 体 温 計 測 部 １ １ で 検 知 し た 各 所 （ イ 、 ロ 、 ハ 、
ニ 、 ホ 、 ヘ 、 ト ） の 耳 内 体 温 （ 赤 外 線 量 ） を 対 比 し た り 、 時 間 的 変 位 を 算 出 し て 、 そ の 結
果 を 表 示 す る 等 の プ ロ グ ラ ム を 組 み 込 ん だ も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
具 体 的 に は 、 全 セ ン サ に よ る 左 右 耳 内 温 度 を 、 各 対 応 す る 部 位 を 比 較 す る こ と で 、 左 右 の
脳 血 流 の バ ラ ン ス を 知 る こ と が で き る 。 ま た 動 脈 Ｂ に 近 い 部 位 ロ の 温 度 と 、 動 脈 Ｂ の 影 響
が 直 ぐ に 表 れ 難 い 部 位 ホ の 温 度 と 、 静 脈 Ｃ の 影 響 が 直 ぐ に 表 れ 易 い 部 位 ヘ の 温 度 の 各 時 間
的 変 位 を 見 る と 、 例 え ば 部 位 ロ の 温 度 が 急 に 変 化 す る と 、 脳 へ の 血 流 が 増 大 し た こ と が 示
さ れ 、 脳 が 興 奮 状 態 に 移 行 し た こ と を 知 る こ と が で き る （ 嘘 発 見 器 と し て 応 用 で き る ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
更 に 前 記 の 部 位 ロ の 温 度 変 化 が 動 脈 血 流 に の み 依 存 し て い る か 否 か の 確 認 は 、 部 位 ホ の 温
度 検 知 値 の 時 間 的 変 位 と 対 応 す る こ と で 可 能 で あ る （ 検 知 結 果 に よ る 補 正 が 可 能 ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
従 っ て 各 部 位 の 温 度 を 計 測 し 、 そ の 位 置 的 変 位 や 時 間 的 変 位 を 比 較 検 証 す る こ と で 、 脳 血
流 状 態 を 把 握 す る こ と が で き 、 頭 部 の 左 右 血 流 の バ ラ ン ス を 知 る こ と に よ り 脳 卒 中 や 脳 梗
塞 な ど 頭 部 血 流 に 関 す る 疾 病 予 防 の 対 策 の 資 料 と す る こ と が で き る 等 の 各 医 療 分 野 に お け
る 診 断 用 機 器 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
更 に 振 動 検 知 部 １ ２ や 音 声 発 生 装 置 １ ３ を 組 み 込 む こ と に よ り 、 血 流 音 を 探 知 し て 動 脈 瘤
な ど の 発 見 機 器 と し て 使 用 で き る し 、 外 部 音 声 の 伝 達 が 容 易 に な さ れ る こ と で 、 嘘 発 見 器
と し て の 機 能 も 果 た す こ と に な る し 、 聴 力 検 査 機 器 と し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 は 、 耳 装 着 時 に 少 な く と も 鼓 膜 に お け る 頭 部 前 方 側 と 、 頭 部 後 方 側 に
対 し て 指 向 性 を 有 す る 温 度 セ ン サ を 備 え る 耳 内 体 温 計 測 部 を 組 み 込 ん だ ２ 個 の 耳 装 着 体 と
、 前 記 耳 装 着 体 を 相 対 向 状 態 で 先 端 部 分 に 保 持 す る と 共 に 、 対 向 方 向 に 付 勢 す る ア ー チ 状
の 装 着 付 勢 部 と 、 前 記 計 測 部 の 計 測 結 果 を 所 定 の 演 算 処 理 し て 、 表 示 す る 処 理 部 と で 構 成
し た 頭 部 の 左 右 血 流 バ ラ ン ス 検 査 装 置 で 、 各 部 位 の 位 置 的 温 度 差 や 時 間 的 温 度 差 か ら 、 動
脈 流 と 静 脈 流 の 左 右 の 脳 血 流 バ ラ ン ス や 脳 の 活 動 状 態 を 知 る こ と が で き 、 各 種 診 断 用 機 器
と し て 応 用 で き た も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 全 体 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 耳 装 着 体 の 構 造 説 明 図 。
【 図 ３ 】 同 検 査 対 象 部 位 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 耳 装 着 体
１ １ 　 　 耳 内 体 温 計 測 部
１ ２ 　 　 振 動 検 知 部
１ ３ 　 　 音 発 生 機 構
１ ４ 　 　 デ ー タ 線
２ 　 　 　 装 着 付 勢 部

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-129809 A 2004.4.30



３ 　 　 　 処 理 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种可以通过掌握大脑的活动状态而用作各种医学
检查设备的设备。 解决方案：两件装有入耳式体温测量部件11，该部件
包括一个温度传感器，该温度传感器在连接耳道时至少指向鼓膜的前侧
（B部分）和头部的后侧（E部分）。 在将耳部安装体1和耳部安装体在
彼此相对的状态下保持在远端部的同时，用于在面对方向上偏置的弓形
安装偏置部以及测量部的测量结果的预定计算处理。 并且，该处理单元
用于显示并从各部分的位置温度差和时间温度差得知动脉血流与静脉血
流之间的脑血流平衡以及脑的活动状态。 [选择图]图2
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